
様式１

平成２２年度 学 校 経 営 計 画 広島市立牛田小学校
学校教育目標

「現在をよりよく生き，未来を豊かに生きる力の基礎を培う」

目指す学校像（ビジョン） 「心と体の元気な子」を育てる

う し たるわしい子：礼儀正しく，あいさつがきちんとできる子 っかり学ぶ子：意欲を持って学習する子 くましい子：健康，体力つくりに励む子

の こびる子 ：粘り強くがんばる子 ころ豊かな子：生命や人権を大切にし，学校をきれいにする子

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策 評価指標・評価基準
努力指標 成果指標

学力の 学力の定着と 基礎学力の定着 「基礎・基本」定着状況調査 4 ９０％以上の授業場面で，基礎・基本の 4 言語に関する能力の定着状況調査(本校実

向上 向上 と向上 や「全国学力・学習状況調 定着をめざした言語活動を取り入れた指 施)の平均が８５％以上。

査」の結果，内容を的確に読 導を展開した。

み取ったり，自分の考えをま 3 ８０％以上の授業場面で，基礎・基本の 3 言語に関する能力の定着状況調査(本校実

とめて書いたり表現したりす 定着をめざした言語活動を取り入れた指 施)の平均が７５％以上。

る力の育成が課題となってい 導を展開した。

ることに基づき，生き生きと 2 ６０％以上の授業場面で，基礎・基本の 2 言語に関する能力の定着状況調査(本校実

活動し，日常生活のあらゆる 定着をめざした言語活動を取り入れた指 施)の平均が６５％以上。

場面において言語に関する能 導を展開した。

力を高めていく。 1 基礎・基本の定着をめざした言語活動を 1 言語に関する能力の定着状況調査(本校実

取り入れた指導が展開された授業場面が 施)の平均が６５％未満。

６０％未満であった。

算数科において効果的な指導 4 ９０％以上の授業場面で，基礎・基本の 4 実態調査（本校実施）の平均が１～３年は

を実施する。 定着をめざして，個に応じた指導を展開 ９０％，４～６年は８５％以上。

できた。

3 ８０％以上の授業場面で，基礎・基本の 3 実態調査（本校実施）の平均が１～３年は

定着をめざして，個に応じた指導を展開 ８５％，４～６年は８０％以上。

できた。

2 ６０％以上の授業場面で，基礎・基本の 2 実態調査(本校実施)の平均が１～３年は８

定着をめざして，個に応じた指導を展開 ０％，４～６年は７５％以上。

できた。

1 基礎・基本の定着をめざして，個に応じ 1 実態調査(本校実施)の平均が１～３年は８

た指導した授業場面が６０％未満であっ ０％，４～６年は７５％未満。

た。

重点目標



領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策 評価指標・評価基準
努力指標 成果指標

豊かな 雰囲気のいい 明るいあいさつ 「ふれあいの日」を意識づけ 4 気持ちのいいあいさつの働きかけを積極 4 あいさつがよくできるよう努力したと感じ

人間性 学校づくり る働きかけを行い，児童や教 的に実施した。 ている児童が８０％以上。

の育成 職員の相互のあいさつを活発 3 気持ちのいいあいさつの働きかけを実施 3 あいさつがよくできるよう努力したと感じ

化する。 した。 ている児童が６０％以上。

2 気持ちのいいあいさつの働きかけが十分 2 あいさつがよくできるよう努力したと感じ

実施できなかった。 ている児童が４０％以上。

1 気持ちのいいあいさつの働きかけを実施 1 あいさつがよくできるよう努力したと感じ

しなかった。 ている児童が４０％未満。

きれいな学校 学校をきれいにしようという 4 教職員全員で，毎日清掃指導を行った。 4 一生懸命に清掃をし，清掃用具の後片付け

気持ちを育み，清掃指導を充 ができたと感じている児童が８０％以上。

実させる。 3 教職員全員で，ほぼ毎日清掃指導を行っ 3 一生懸命に清掃をし，清掃用具の後片付け

た。 ができたと感じている児童が６０％以上。

2 教職員全員での清掃指導は不十分であっ 2 一生懸命に清掃をし，清掃用具の後片付け

た。 ができたと感じている児童が４０％以上。

1 教職員全員での清掃指導ができなかっ 1 一生懸命に清掃をし，清掃用具の後片付け

た。 ができたと感じている児童が４０％未満。

健康体 体力の向上 運動の習慣化 新体力テストの全校強化種目 4 強化種目に関連した運動をきらきらタイ 4 強化種目の記録が向上した児童が７０％以

力つく を柔軟性とし，学年強化種目 ムで７０％取り入れた。 上

り を昨年度の新体力テストから 3 強化種目に関連した運動をきらきらタイ 3 強化種目の記録が向上した児童が６０％以

決定し，５月のきらきらタイ ムで５０％取り入れた。 上

ムから取り組む。 2 強化種目に関連した運動をきらきらタイ 2 強化種目の記録が向上した児童が５０％以

ムで３０％取り入れた。 上

1 きらきらタイムで取り入れた強化種目に 1 強化種目の記録が向上した児童が５０％未

関連した運動が３０％未満 満

まちぐ 安全確保と情 積極的な情報発 学校の情報を，学校通信，学 4 学校便りと学年便りを毎月発行し，Web 4 学校からの情報発信についての，保護者の

るみ教 報発信 信 年通信，ホームページ，安心 ページを年６回更新する。 肯定的評価が８０％以上。

育の推 ネット等で広く地域・保護者 3 学校便りと学年便りを毎月発行したが， 3 学校からの情報発信についての，保護者の

進 へ伝える。 Webページを年６回更新できなかった。 肯定的評価が７０％以上。

2 Webページを年６回更新したが，学校便 2 学校からの情報発信についての，保護者の

りと学年便りを毎月発行できなかった。 肯定的評価が６０％以上。

1 Webページの年６回更新と，学校便りと 1 学校からの情報発信についての，保護者の

学年便りの毎月発行がともにできなかっ 肯定的評価が６０％未満。

た。


